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研究成果の概要：

本研究では、フランス帝国の旧植民地が、植民地化、独立戦争、社会主義化・内紛、経済自由

化など、幾多の危機に直面しつつ多元的に再編される経緯を分析した。経済的秩序はとくに商

工会議所、技術的秩序は技術教育を事例に、組織史的な連続性と断絶性を比較分析した。地域

としては旧インドシナおよび北アフリカに重点を置き、旧英植民地に増して危機が深刻化した

旧仏植民地を比較分析した。
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１．研究開始当初の背景
旧仏植民地では、旧英植民地に増して現在も
秩序危機が頻発するのはなぜか。

２．研究の目的
本研究では、旧仏植民地の秩序が、植民化、
独立戦争、政権交代・内戦などの危機を経て、
多元的に再編される経緯を経済・技術の組織
史的遺産と革新の視点から考察した。

３．研究の方法
(1)経済的秩序については、旧仏帝国の商工
会議所を対象に、フランス、アルジェリア、
モロッコ、マダガスカル、カンボジア、ラオ

ス、タイ、インドの国立文書館および商工会
議所において調査を行った。
①ポンディシェリ商工会議所(旧仏領イン
ド)では史料が確認できなかったが、
②他方、アルジェ商工会議所とカサブランカ
商工会議所では、半世紀分の議事録の発掘と
完全複写に成功した。この時代の経済活動の
連続性は、独立後の旧植民地では「失われた
記憶」となっていた。
③マダガスカル国立文書館で半世紀分の商
工会議所史料を発見し、前半部の完全複写に
成功した。同国から文部科学省奨学生受け入
れを決定し、クーデター発生後も研究継続の
目処をつけた。
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④聞き取り調査は、マダガスカル・カンボジ
ア・ラオスの商工会議所事務局長と面談した。
ラオスでは財界人(85 歳)の聞き取り調査と
回想録入手に成功した。植民地時代・王国時
代・社会主義時代を通し、商工会議所会頭・
国会議員・商務副大臣・革命政権幹部を歴任
した稀有な証言である。

(2)技術的秩序については、仏技術史の泰斗
と北アフリカと仏領インドシナに関して共
同研究を行うと同時に、主に後者に関する現
地史料を収集した。また、英帝国との比較資
料も収集した。
①仏領北アフリカについては、アンドレ・グ
ルロン国立パリ社会科学高等研究院教授と
仏技術教育セミナーを東京・名古屋・大阪で
共同開催し、欧州と比較ができた。
②仏領カンボジアに関しては、カンボジア国
立文書館で史料収集を行い、希少な同時代文
献の入手に成功した。また、カンボジア工科
大学学長ともインタビュー調査を行った。
③比較対象としての英帝国の技術的秩序に
ついては、ロンドンの 3つの技術者協会にて、
技術教育史・技術者団体史の史料を収集した。

４．研究成果

旧仏植民地の 20 世紀史は、植民化、脱植民
化、再編の３時代に大別できる。各国秩序の
危機と再編は、経済・民族・歴史等の旧植民
地側の特性、政治・経済・教育等の宗主側の
制度に加え、両者間の相互交渉と時代間の連
続性が明暗を分ける。
旧仏植民地は、少なくとも 3 つの型を持つ。
北アフリカ型=本土連動型は、本土化された
アルジェリア、保護国としてのモロッコなど、
本土と連動する。
サハラ以南アフリカ型=植民地標準型は、セ
ネ ガ ル や マ ダ ガ ス カ ル な ど 、
Marseille(1984;1986)らの描いたフランス
植民地の典型例に近い。
インドシナ型=総督府自立型は、総督府の自
立性が高く、北アフリカと好対照をなす。
史料収集は、アルジェ・カサブランカ・アン
タナナリボの商工会議所については議事録
を完全複写。ダカール・カンボジアの商工会
議所は議事録を一部複写。チャンパサック商
工会議所は会頭のオーラル調査完了。ベトナ
ムは今後に長期調査が必要であり、ラオス・
ポンディシェリは史料保存が悪いと確認。イ
ンドシナ教育制度は同時代文献複写をほぼ
完了。
経済的秩序に関する成果は、ディスカッショ
ンペーパーおよび史料集 2編にまとめた。日
仏比較として、国際学会報告 2回にも結実し
た。
技術的秩序に関する成果は、『国際交流セン

ター紀要』論文およびディスカッションペー
パーとして刊行した。
旧英帝国に関する成果は、『社会史と経済史』
という共訳書の形でも形にした。
旧 仏 帝 国 圏 に お け る 現 地 調 査 は 、
『Derivative Japan』における 9本の記事と
しても発表した。また、地域政策 2 本の議論
にも一部反映した。
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